
別紙様式 

令和５年度 学校評価シート 
 

 

目指す学校像・育てたい生徒像（スクール・ポリシー等に基づいて記載する）  学校評価の公表方法  現
状
・
進
捗
度 

Ａ 十分に達成している。 （80%以上） 

地域の期待に応える職業人の育成 

・自己の能力を最大限に生かし、生涯において成長し続けることができる生徒。  

・他者と共働して課題解決に積極的に取り組むことができる生徒。 

・安全に対する重要性を認識し行動できる生徒。 

・習得した専門知識を活かし、課題や業務を最後までやり遂げようとする意欲のある生徒。 

 
自己評価及び学校関係者の評価を、HPに掲載し、保護

者をはじめ広く公開している。 

 Ｂ 概ね達成している。  （60%以上） 

  Ｃ あまり十分でない。   （40%以上） 

  Ｄ 不十分である。    （40%未満） 

 

自己評価（分析、計画、取組、評価）  学校関係者評価（２月３日実施） 

番
号 

計画・取組 評価（２月２２日現在）  本校、生徒、保護者、運営協議会委員を対象として

１～４の４段階評価のアンケート調査を実施。数字

は４段階評価で「そう思う」及び「概ねそう思う」

と回答した割合。 

 

① 生徒の話をよく聞いて相談に乗ってくれる先生

が多いと思いますか。 

【生徒 95％、保護者 89％、委員 100％】 

② 分かりやすく丁寧な授業が多いと思いますか。 

【生徒 95％、保護者 88％、委員 100％】 

③ 一人一人の状況に応じた授業の工夫や指導が行

われていると思いますか。 

【生徒 100％、保護者 100％、委員 100％】 

④ 生活の規律（遅刻・ルール・マナーなど）に関す

る指導が適切に行われていると思いますか。 

【生徒 90％、保護者 100％、委員 67％】 

⑤ 生徒会行事は、有意義で参加したい内容となって

いると思いますか。 

【生徒 95％、保護者 89％、委員 50％】 

⑥ 進路の選択・実現に向けた適切な指導が行われて

いると思いますか。 

【生徒 100％、保護者 100％、委員 100％】 

⑦ 資格・検定の取得に対する適切な指導がなされて

いると思いますか。 

【生徒 95％、保護者 100％、委員 75％】 

⑧ 非行や薬物、交通安全などに関して適切な指導が

行われていると思いますか。 

【生徒 100％、保護者 100％、委員 100％】 

⑨ 学校の教育内容は保護者の方まで十分に伝わっ

ていますか。 

【保護者 88％、委員 50％】 

⑩ 本校に入学して（させて）よかったと思いますか。 

【生徒 100％、保護者 100％】 

重点目標 
現
状 具体的取組 評価項目と評価指標 

進
捗
度 

進捗状況 今後の改善方策  

１ 
生徒一人一人に応

じた支援の促進 

人間関係に課題を

抱えていたり、学

習に困り感があっ

たりする生徒への

支援の充実が必要

である。 

生徒情報の共有。 

生徒個々の状況について、職員

間で共有し、指導を進めること

ができたか。 

Ｂ 

学校評価では職員の 89％が生

徒個々の状況について職員間

で共有して指導を進めること

ができたと回答した。 
多様な課題を抱えた生

徒に対して、適切な支援

を行うため、生徒情報の

共有をより一層徹底す

るとともに、外部機関と

も連携しながら取組を

進める。 

 
スクールカウンセラー

及びスクールソーシャ

ルワーカーとの連携。 

スクールカウンセラー及びスク

ールソーシャルワーカーと定期

的に話し合う場を設けることが

できたか。 

Ｂ 

ＳＳＷによる現職教育を実施

するとともにＳＣ及びＳＳＷ

と本校職員の協議を４０回実

施した。 

より分かりやすい授業

を目指し、授業改善を

促進。 

学校関係者評価において「授業

がわかりやすい」と評価した割

合が増加したか。 

Ｂ 

学校評価で概ね分かりやすい

と答えた生徒が 83％から

95％に増加した。 

２ 
社会の一員とし活

躍できる資質の向

上 

社会の一員として

今以上に活躍でき

る生徒を育てるた

めには、基本的な

生活習慣の確立と

ともに、心の教育

の充実が必要であ

る。 

基本的生活習慣の確立

と規範意識の向上。 
遅刻者数が減少しているか。 Ａ 

今年度の生徒一人あたりの
遅刻数の平均は昨年度より
も 42％減少した。 

校内研修会について、よ

り充実した研修が実施

できるように、内容の検

討を進める。 

 

生徒会行事について、生

徒の意見も取り入れな

がら、より魅力的な行事

になるよう見直しを進

める。 

 
校内研修の充実。 

年間２回以上の校内研修会を実

施できたか。 
Ｂ 

今年度、人権教育及び特別支
援教育の現職教育を併せて
２回実施した。 

生徒会行事の充実と生

徒の主体的な企画運営

を支援。 

生徒会行事への生徒の参加率が

向上したか。 
Ｂ 

今年度の遠足、球技大会、文
化祭、予餞会の生徒参加率は
82.6％と前年より 26 ポイン
ト上昇した。 

３ 
望ましい職業観の

育成 

自己の将来につい

十分な見通しを持

てない生徒もお

り、キャリア教育

の充実が必要であ

る。 

自校の進路指導の充実

のため、卒業生の離職

状況を把握。 

卒業生の離職状況を把握するこ

とができたか。 
Ａ 

進路指導部を中心として状況

把握に努め、過去３年間の卒

業生について状況を把握し

た。 引き続き卒業生の離職

状況の把握に努めると

ともに、離職の原因を把

握し、早期離職の防止に

向けて進路指導の見直

しを進める。 

 
勤労意欲を高め、将来

の自己実現に対する意

識の高揚を図る。 

進路が未決定のまま卒業する生

徒は減少したか。 
Ｂ 

今年度の卒業生の内、進学及

び就職を希望する者全員の進

路実現を果たすことができ

た。 

資格・検定の取得に対

する丁寧に指導援助 

資格取得にも対応した授業を展

開できたか 
Ｂ 

学校評価で生徒の 95％、保護

者の 100％が資格・検定の取得

に対する適切な指導がなされ

ていると回答した。 
 

学校名：和歌山工業高等学校定時制    校長名：藤 田  勝 範  


